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郁達夫『南遷』の背景
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はじめに

郁達夫の小説『南遷』*1は,彼の第一創作集『沈洽』

に収められた一編である。物語は,東京で日本人女性

の肉欲の犠牲とされた中国人留学生の伊人が,深く傷

ついた心身を癒すために房州に行き,そこで,結核の

療養に来ていたOという清純な少女と出会い,心を通

わせるが,民族的偏見を持つ日本の男子学生の中傷攻

撃に遭って,傷心の内に病を悪化させ,生死の境をさ

まように至る,というものである。

創作集『沈論』に収録された三編の内,郁達夫の出

世作となった『沈倫』は,日本の私小説との関係や彼

の文学観・創作方法などを考える際にも大変重要な作

品として,比較的多くの研究者によって論じられてき

たが,『南遷』は,『沈論』の延長線上に位置するもの

と捉えられてきたためか,あまり充分な考察がなされ

てきたとは言い難い。『南遷』に対する部分的な分析や

評価には,たとえば,一人の留日学生が愛と同情を求

める過程で,様々な挫折に遭遇し,その悲惨な運命を

描くことによって,帝国主義の民族的圧力に対して,

怒りの告発を示した,とするもの*2や,その主題は,『沈

洽』と同様,現代人の苦悶,すなわち「性の苦悶」と

「生の苦悶」を表現したものであり,先進的な新しい

文化や人生の理想と遅れた社会の現実とが相矛盾する

時代において,主人公の挫折感や余計者意識は,当時

の知識人の生きる苦しさの芸術的表現であった,とみ

るもの*3があり,さらに,『南遷』に社会主義思想の影

響が見られると指摘するもの*4もある｡筆者は,このよ

うな従来の見解に異論を唱えるものではないし,また,

小稿の目的は,『南遷』の主題や文学方法について検討

しようとするものでもない。

『南遷』を仔細に読んでみると,その精緻で情趣に

富んだ房州の情景描写は,そこに身を置き直接眼にし

た者でなければ到底表現し得ないものであろうと感じ

られるし,具体的で現実味を帯びた療養生活者の日常

描写も,経験者であるか,経験者に取材した者でなけ

れば知り得ないであろうと思わせるものがある｡今回,

日本聖公会関係者の協力を得て,当時の館山における

キリスト教伝道の状況を調査した結果,小説に描かれ

た主人公たちの生活ぶりは,実際の状況を反映したも

のであることが判明した。また,一部の登場人物と,

-

当時館山に在住中の実在の人物との関連性も確認でき

た。

そこで,小稿では,第3章以降の舞台となっている

房州を中心に,小説の描写と実際の場所や人物を照合

しながら,その事実関係を可能な限り明らかにしてゆ

きたい。それは,『南遷』執筆の背景を知る上で,必要

で有効なことと考えるからである。あわせて,『南遷』

におけるキリスト教の意味についても言及したいと思

フ。

1.房州(館山)

郁達夫が1920年2月下旬から3月にかけて房州で静

養していたことは,確かなようであるが,彼が房州の

どこで,どのような生活を送っていたかは,現在のと

ころ明らかにされていない。郁達夫の年譜*5にも,「2

月下旬,房州海岸に病を養う」と記されているのみで,

伝記類には,房州静養について触れていないものさえ

多くある。つまり,この間の郁達夫の事跡については,

従来,ほとんど空白となっているのである。

郁達夫が房州において静養していたとする根拠は,

おそらく『郁達夫詩詞抄』*6に収録された二首の詩「読

唐詩偶成」「南船北馬,落落無成,自房州赴東京車上有

感」と,各詩に付された「編者按」の記述であろうと

思われる。

「読唐詩偶成」は, 1920年2月24日作で, 18, 9歳

の頃の英気も失われ,はるばる僻遠の地に来て,自然

に親しみ浮き世を忘れる隠遁者の境地を詠っている。

「編者按」は,この詩を郁達夫が房州に着いてまもな

く書いたと述べた後,婚約者の孫茎に宛てた手紙の一

節を引用している。

文(郁達夫の本名:筆者)はこの海岸に来て静

養しております。東京から2百余里,距離は杭州

と上海の同位です。日夜波の音が耳に喧しく,市

井の騒々しさはありません。……今日友人を訪ね

ての帰り,『唐詩選三体詩合刻』を買いました。こ

れを読んで昔のことを思い出し,詩興が湧き起

こって,五言古詩一首を作りました。詩は出来の

良いものではありませんが,私の最近の心身の状

況がうかがえますので,ここに記しておきます。

文面から,郁達夫は少なくともこの手紙を書いた2

月24日より前に当地に到着していたと考えられる。房
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州靜養の期日を2月下旬とするのは,ここから推測し

たものであろう。また,この地に訪ねるべき友人がい

たことも,『南遷』の創作にあたって材料提供者がいた

可能性をうかがわせるものといえよう。

もう一首の詩は,未来の妻への想いを詠ったもので,

内容的には,房州静養とは直接の関わりはないが,そ

の詩題に,房州に行っていたことがはっきりと述べら

れている。日本語に訳すと「あちこち旅をしたが,志

を得ることもなく何ら成すところもない,房州から東

京に赴く車中で思うところがあった」となろうか｡1920

年3月作とされるこの詩は,「編者按」によれば,3月

16日の孫荼宛手紙の中に見られる。従って,房州から

の帰京は,3月中と推定されるのである。

以下の考察は,郁達夫の房州における滞在地が,『南

遷』の舞台であることを前提として進めるものである。

さて,小説の第3章は,主人公の伊人が房州の駅に

降り立つところから始まる。

2月23日の午後2時半,房州半島の北条駅(北

条火車姑:原文)に東京発の4番目の汽車が到着

した｡この小さな田舎駅が俄ににぎやかになった。

客はさほど多くなく,ぱらぱらと数人の乗客が改

札口を出て行くと,駅はまた再びひっそりとなっ

た。

「房州半島の北条駅」というのは,現在の館山駅に

あたり,郁達夫が房州に滞在した当時は,「安房北条駅」

というのが正式名称である。そもそも,明治42年に木

更津線の延長を請願したことに始まり,大正2年以降

「安房鉄道速成会」を結成して運動を続けた結果,大

正7年8月の那古船形駅に続いて,翌1919年(大正8)

5月24日に開通したのが「安房北条駅」である。郁達

夫が訪れたのは,開通からわずか9ヶ月後であるから,

彼が見た駅舎は,まだ真新しいものであったに違いな

VI。

小説では,房州に着いた翌朝,2階の部屋の窓から

外を遠望した伊人の眼に,「トタン屋根」の駅舎が映っ

ている。資料*7によると,当時の駅舎は平屋であるが,

屋根がトタン製であったかどうかは不明である。写真

を見ると,確かに周りの商店の瓦屋根とは違っている

ようにも見える。

その後,この駅舎は, 1923年(大正12)9月1日の

関東大震災で倒壊した。駅舎として活用されたのは,

竣工後4年余りの短い期間であったことになる｡「安房

北条駅」は,さらに, 1946年(昭和21)3月1日に「館

山駅」と改称して,現在に至っている。

ここで,館山・北条等の地名について整理しておき

たい｡小説では,主人公たちの生活圏は,「安房北条駅」

の東方にある海辺の林間で,海岸からは館山の街が眺

望できる。日曜日には,北条市内にある教会の礼拝に

出かけている。

大正9年当時,現在の館山一帯は,4町6村で編成

されており,北条町と館山町はその中の隣接した中心

的な2つの町であった。小説中で「北条市内」とある

のは,北条町の市街(にぎやかな町中)という意味合

いで使われているのであろう。その後,2度の町村合

併を経て,昭和29年5月3日に現在の館山市となっ

た*8.今日でも,館山市の中で,館山駅を中心とするメ

インストリートを擁する北条は,政治・文化・経済の

中心地であり,館山町は旧城下町そして漁港として知

られる。

伊人の房州に対する第一印象は,次のように表現さ

れている。

四方の松林,幾筋かの雲が浮かんだ青空,広い

空き地にゆらめく陽光,駅前の店でひっそりと勘

定台の前にすわった数人の純朴な商人たち,それ

らの光景を見ると,自分が18世紀の田舎に迷い込

んだかのような錯覚を覚えた。アレグザンダー・

スミスの『村落の文章』の中のDreamthorpが,

あたかもこの東海の小島の東南の一角に移ってき

たかのようであった。

房州の自然と町並みが,19世紀中頃のイギリスの随

筆家であるアレグザンダー・スミスが描いた夢の村に

比されている。第2章で,イギリス人宣教師が伊人に

房州行きを勧めたのも,房州の風光が,伊人が好きな

イギリスの田園風景に似ているからであった｡「俗塵に

まみれた東京で,失望傷心の極致に至った神経過敏の

青年」にとって,房州の澄んだ空気とのどかな景色は,

最適の癒しのロヶ-ションだったのである。

伊人の病身を慰めた房州の自然の中でも,とりわけ,

海岸は重要な役割を果たしている。

彼が初めて砂浜に足を踏み入れ,そこから海を眺め

たのは,房州到着の翌朝であった。

藁葺き家の庭を通って,松の木の長い影を踏み,

2,3歩出ると,もう砂浜であった。静かな海岸

には人影もなく,暖かい日の光が降り注いでいた。

海水が太陽の光を反射して,まるで微笑んでいる

かのようであった。砂の上に幾筋か人の足跡がつ

いていた。

伊人は,その日の昼にも,午後にも,夕方にも,夜

にも,海岸を散歩している。そして,同し海岸が,時

間帯や気分によって,光線も色彩も波も異なる様相を

呈してくるのである。たとえば,午後の海岸は次のよ

うに形容されている。

洋々たる大海原は,鏡のように平らで,日光が

斜めに差して,光線が松の木の梢にさしかかり,

所々に陰影を作り出していた。‥･(中略)…彼は

午前の風景を肺病を病んだ純潔な処女にたとえ,

午後の風景を成熟したあとの嫁いでいった豊満な

婦人にたとえてみた。しかし,よく考えてみると,

たとえがあまりにも俗っぼく感しられた。

心惹かれる少女Oと初めて言葉を交わし,二人きり
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で散歩したのも,夕方のこの海岸であった。Oが口ず

さむもの悲しいミニョンの歌は,夕暮れの海辺の空気

の中をゆらゆらと漂い消えていった。その夜,伊人は,

0と過ごしたひとときの記憶をたどるように,月光の

下の砂浜をさまよい,二人の足跡をさがす。また,日

本人学生Kのあからさまな非難の言葉を聞いて,その

真意を確かめるため,Kの友人のBを誘って向かった

先も,海岸であった。ここで,Bからも理解を得られ

ず,伊人は,悲しみと孤独感にうちひしがれる。

要するに,海岸は,その刻々に変化する表情の入念

な描写とともに,癒しの場,淡い恋を語る場,感傷を

誘う場としての重要な機能を与えられているのであ

る。

郁達夫の小説では,山や川,湖など秀逸な自然描写

が多く登場するが,海岸の情景をこれほど克明に描い

た作品はない。浙注省富陽県の富春江に臨む景勝地に

生まれ育ち,杭州・上海・日本と移ったその後の遍歴

を考えても,白砂青松の文字通りの海辺で過ごした経

験は,この房州での静養生活以外にはなかったからで

あろう。

本章の最後に,当時の館山に関するいくつかの事物

について,付記しておきたい。

ます,伊人が海岸から望む湾の向こうに,2つの小

島,「鷹ノ島」と「沖ノ島」が浮かんで見えている。実

は,「鷹ノ島」は,その後の関東大震災の地殻変動で隆

起して,陸続きとなってしまい,これを利用した海軍

が埋め立てを行って館山海軍航空隊を置いた。

次に,伊人とOは√夕暮れの西北の海上に,冠雪し

た富士山を眼にするが,これは,当時の写真によって

も確認できる景観である。

作品の最後に,初めて,伊人の滞在していた場所の

名前が出てくる。北条の八幡海岸である。現在の行政

区分で言えば,八幡は,館山駅のある北条の北隣にあ

る。北条・八幡を含めて,その一帯の海岸を現在では

北条海岸と呼んでいるが,かつては,八幡海岸と呼ん

でいたらしい。

その八幡海岸から,重病の伊人を乗せた寝台車が向

かったのが,北条病院である。北条病院は,関東大震

災にも倒壊しなかった数少ない建造物の一つで,昭和

49年に現在の鉄筋の病院が出来るまで使用されてい

た,天然スレート葺きの濠洒な建物であった。建物こ

そ変わったが,今でも元の場所,館山駅前のメインス

トリートをまっすぐ東へ進み,突き当たった通りに,

館山警察署・館山消防署と並んで建っている*9。

既に述べたように,館山は,関東大震災によって壊

滅的な被害を受けた。『南遷』に描かれた「安房北条駅」

の駅舎も,駅前の商店も,海に浮かんでいた「鷹ノ島」

も,おそらくは郁達夫が眼にしたであろうその時から

3年余り,r南遷』執筆時点からはわずか2年で,一瞬

にして或いは姿を消し,或いはその姿を一変させてし

-

まった。現在となっては,『南遷』は,一中国人作家が,

図らずも関東大震災前の館山の様子を記録した,貴重

な作品であるとも言えよう。

2.コルバッ夫人

伊人が,転地療養先の房州で身を寄せたのは,C夫

人の家であった。C夫人のプロフィールについて,小

説ではどのように記述されているかを,まず見ておこ

う。

イギリス人宣教師が伊人にC夫人のことを話した

時,次のように説明している。

「……私には房州に住んでいる女友達が一人い

て,彼女もイギリス人です。夫が亡くなって,一

人で海辺に住んでいます｡彼女の家は大変広くて,

海岸の林の中にあります。それに,彼女は熱心な

キリスト教徒です。君がもし行くなら,紹介して

あげますよ｡彼女は中国人がとても好きなんです。

というのは,彼女と彼女の夫は,以前中国で医者

をしていたことがあるからです｡」

イギリス人で敬虔なキリスト教徒であり,かつて夫

とともに中国で医療活動に携わっていたことがある

が,夫は既に亡くなり,今は一人で房州の海岸の林間

に建つ広大な家に住んでいる,というのが,イギリス

人宣教師によって語られたC夫人の人物像である。さ

らに,伊人が初めてC夫人に対面したとき,「55, 6歳

の西洋婦人」と述べられている。

r南遷Jの中では,C夫人はいわば脇役の一人に過

ぎす,これまで特別意識して言及されることもなかっ

た。筆者もまた,Cという人名の略称が意味を持つも

のとは考えていなかったのであるが,この度の調査に

よって,C夫人が,明治未から昭和にかけて房州の医

療伝道*loに大きな足跡を残したコルバン夫人をモデ

ルとしたものであることが判明した。以下,『房州に光

を掲げた人々』*11の記述をもとに,コルバン夫人の略

歴を記しておく。

ソフィア・エレン・コルバン(Sophia Ellen Colbor-

ne)は, 1863年*12英国南ウェールズのスワンゼイで生

まれた。学歴は不明であるが,絵画・音楽・語学の才

能に恵まれていた。長じて,宣教師となる研修を受け

た後, 1888年,ロンドン伝道協会より派遣され,香港

に赴任した。その香港で,医療伝道に従事していたイ

ギリス人のコルバン医師と出会い, 1894年結婚した。

二人は広東付近の医療伝道に専心したが,コルバン医

師が健康を害したため,広東の伝道を断念し, 1898年

函館に赴任,慈善病院を設立した。コルバン夫妻によ

る医療伝道は一躍有名になり,診察を求める人々が毎

朝行列を作るほどであったが,1905年の暮れ,コルバ

ン医師が脳溢血による中風に罹ったため,房州北条の

八幡海岸に転地した。この地でも,貧しい結核患者の

ための療養所を設け,医療伝道につとめる。 1915年に
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コルバン医師が亡くなった後も,コルバン夫人は療養

所の充実と教会事業に一層尽力した。 1923年関東大震

災で療養所が倒壊した後,現在の南三原に移転し,1926

年の失明後も伝道と幼児教育に力を注ぎ, 1940年房州

にて77年の生涯を閉じた。なお,コルバン夫人は,館

山市外城山墓地に夫コルバン医師の墓に並んで葬られ

ている。

小説中のC夫人の人物設定は,年齢を始めとして,

当時北条の地に実在したコルバン夫人の経歴を,ほぼ

忠実に反映していることがわかる。

再び,『南遷』の描写から,C夫人に関連する記述を

拾っていく。C夫人の家は,館山駅から人力車で村道

を30分ほど行った,八幡海岸の林間にあり,庭園を低

い灌木に囲まれた,赤い板塀の2階建ての洋館である。

一階には祈祷室があり,毎日午後3時から4時まで,

療養中の学生を集めて祈祷の時間を持つ。聖書の一節

を読み,賛美歌を歌って,お祈りをするのである。ま

た,火曜日と金曜日には,ここで聖書研究会が開かれ,

参会者全員で賛美歌を歌い聖書を輪読する。さらに,

C夫人はたびたび伝道に出かけ,日曜日には北条市内

の教会に礼拝に行く。

コルバン夫妻が,八幡海岸に尾沢氏の別荘(海幸苑

裏)を買い求めて移住したのは,1909年(明治42)頃

である。その家について,コルバン邸の隣家に住んで

いた成瀬政雄は,「その土地の広さは,五百坪位でその

周囲はやはり松林につながっていた。家屋は木造瓦葺

の二階家で,まわりは柿の渋で塗ってあった。建坪は,

附属家もふくめて,全体で百坪位であったと思う。階

下の広間には暖炉があった｡」*13と回想している。小説

の「赤い板塀の2階建て」や伊人が最初に住んだ2階

の部屋は,回想にあるコルバン邸を彷彿とさせるもの

である。

ところで,前章で,房州が清澄な空気とのどかな自

然に恵まれた土地であることを述べたが,当時八幡海

岸は美しい松林が続いていて,結核に悩む人々が新鮮

な空気を求めて療養生活を送っていた*14。コルバン夫

人は,先の略歴にも記したように,それら結核療養者

のために「養生院」或いは「コルバンホーム」と呼ば

れる療養所を建設した*15。西に松林と海を臨み,南向

きで東西に長くて日当たりがよく,6部屋と,重症患

者のための別棟が一室あった。コルバン夫人は,療養

者に聖書を教え,栄養・安靜・散歩など,規則正しい

生活を指導し,栄養のある飲み物を調理し,薬を一人

一人手渡したという*16｡

『南遷』の中で,伊人は結核の兆候があることがそ

れとなく示唆されており,少女Oはしばしば高熱を出

す重症の結核患者であった。C夫人は,0の病状を気

遣かったり,伊人の風邪が悪化したとき薬を持ってき

たり入院の世話をしたりするが,そこには,実際のコ

ルバン夫人の療養者に対する手厚い看護の実態の一端

-

が書き留められていると考えてよかろう。

コルバン夫人の伝道の対象は,療養者だけではな

かった。八幡海岸には,当時,第一高等学校・早稲田

大学・東京高等師範などの夏季寮があって,大勢の学

生が居住しており,彼らの中にも,コルバン夫人の宣

教活動に積極的に参加したり,入信したりする者が少

なくなかった。

『南遷』の登場人物を見ると,伊人は東京帝国大学,

0は上野の音楽学校,Bは東京高等商業学校の学生で,

神学校入学準備中のK*17も,二人の女学生も,校名は

明かされていないがやはり学生である。季節は晩冬か

ら初春であるため,夏季寮の学生という設定を想定す

ることは無理があるが,夏冬を通して多くの学生が保

養のため滞在し,コルバン夫人との間に盛んな交流が

あった館山の地の雰囲気をそこはかとなく伝えてい

る。

その他,「コルバン夫人は日曜ごとに,自転車にのっ

て,北条の町にある教会に行く」,「日曜日にはコルバ

ンホームの人たち数人が積極的に礼拝に参加された」

といった証言もあるが,いすれも生活描写の一餉とし

て,『南遷』の中に描かれている。

以上,『南遷』のC夫人がコルバン夫人をモデルとし

ていることを,『南遷』の描写とコルバン夫人に関する

回顧的文章の記述をもとに検証してきた。次に,C夫

人の友人で,伊人にC夫人を紹介したE某について,

現時点での調査結果から得られた推測を記しておきた

しl。

E某の人物像を要約すると,およそ次のようになる。

50歳前後の西洋人宣教師で,アイルランド美人を母親

に持ち,東洋人の血が混じっている。頭頂がはげてい

て,鷲鼻に深くはれこんだ眼,5尺5寸の体。C夫人

とは親しい関係にあり,房州の彼女の家も何度も訪れ

たことがある。上野で伊人と会っていることから,お

そらく東京在住である。

1920年頃日本にいたイギリス人宣教師で,Eの頭文

字で始まる名前,生年が1870年前後という条件を満た

す人物を調べる*18と,最も合致する者として,エル

ウィン(William Hedger Elwin)宣教師が浮かんでき

た。

エルウィンは,英国籍, 1869年生まれであるから当

時51歳,日本における活動は1907年から1924年で,1950

年に死去している。所属する伝道団体が,コルバン夫

人と同じCMS (英国聖公会宣教協会)であること,監

督管区が東京であることは,『南遷』のE宣教師のモデ

ルである可能性を一層強くするものと考えられる。さ

らに『大正九年 日本聖公会要覧P19によれば,「本邦

内二在住スル日本聖公会二連接スル他ノ聖公会ノ聖

職」欄に,[ダブルユ,エチ,エルウイン]の名が見え,

住所が「東京市小石川区指ヶ谷町七」となっている。

東京帝国大学や第一高等学校にほど近いこの住所は,
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小説中の伊人の住まい,及び作者郁達夫の下宿先*2oと

も近距離にある。また,エルウインと住所を同じくす

る聖職者に,もう一人「兪顛庭」という人物が載って

いるが,名前から推測すると,中国人である可能性が

高い。すると,ここからエルウインと中国人との関係

性が浮かび上がってくる。

エルウイン宣教師とコルバン夫人を結ぶ共通項をも

う一つ挙げておく。エルウインが日本聖公会と密接な

関係を持つ聖職者であることは,前述の資料に明記さ

れているが,コルバン夫人が館山で支援していた北条

教会も,日本聖公会に所属する教会である。エルウイ

ンとコルバン夫人,或いは,エルウインと北条教会の

接点を示す確たる証拠はないが,教派の共通性を考慮

すれば,二人が知己であったと想定することは,必ず

しも荒唐無稽なことではないといえよう。

このように見てくると,たとえ,郁達夫自身はコル

バン夫人やエルウイン宣教師と面識がなかったとして

も,中国人社会の情報網,あるいは東京帝大・一高の

交友関係を通して,彼らの存在や活動内容,人となり

を知っていたことは充分考えられる。ただし,『南遷』

のE某が実在のエルウイン宣教師であるかどうかは,

現時点では断定できない。あくまでも,モデルであっ

た可能性が高い人物として,指摘するにとどめる。

3.北条教会

『南遷』の第6,7章には,北条の教会での様子が

描かれている。場面によって,「北条市内の礼拝堂」「北

条市内の教会」「北条市の小さな教会」などと異なる表

現がなされているが,伊人たち療養中の数人の学生は

そろって,日曜日の朝の礼拝と夕方の祈祷会に参加し

ている。この祈祷会において,伊人は,聖書の一節を

引きながら自分の思想を表明しているが,作者郁達夫

が「自序」*21の中で,「主人公の思想はその演説の中に

見てとることができる」と述べているように,重要な

場面の舞台となっているのが,この教会である。教会

の場所は,小説の記述に従えば,駅前からにぎやかな

通りをまっすぐ歩いたところにある。

1920年当時,北条にあった教会で,コルバン夫人と

も関係の深い教会といえば,北条六軒町1761番地に

あった「安房第二基督教会」である。位置的にも,小

説の記述と一致する。

まず,このF安房第二基督教会」の歴史を,簡単に

記しておく*22。

明治30年頃,笛木角太郎師が聖書販売のためこの地

を訪れ,伝道の必要を感じて,定住して専心伝道に従

事することになり,やがて北条町北町に日本聖公会北

条基督教講義所(安房北条教会)を設立した。 37年に

は,新塩場に移転。 19H年(明治44),北条六軒町1761

番地に移って,教会堂・牧師館を新築,名称を「安房

第二基督教会」とした*23教会の成立は,この時点で

ある。このころ,熱心な活動の結果,一時信者は百名

に達した。また,コルバン医師夫妻が来往し,近在の

病人のために奉仕したのも,このころである。 1923年

(大正12).関東大震災で会堂が壊滅したため,新塩場

に教会堂と牧師館が新築され,名称も「館山聖アンデ

レ教会」と改められた。

現在,館山市北条新塩場1677にある「館山聖アンデ

レ教会」が,この教会である。教会内には保育園が附

設されているが,これは, 1949年に教会内に開設され

たユネスコ保育園が,1954年に教会経営となって,聖

アンデレ保育園と呼称されるようになったものであ

る。1923年の建築後,増築や改装が行われているが,

今でも本来の建物の姿を基本的にはとどめている｡『南

遷』に描かれた関東大震災前の教会とは,もちろん場

所も建物も同じではないが,建築時期がわすか12年し

か隔たっていないことを考えると,現在の教会の佇ま

いから,r南遷』当時の教会の様子をある程度想像する

ことはできよう。

さて,小説には,この教会の牧師が登場する。前述

のC夫人やE某のように名前の手がかりとなるような

頭文字は示されていないが,30歳位,小柄で頬髭をた

くわえており,メタルフレームの眼鏡をかけ,沈鬱な

声で話す牧師である。初対面の伊人は,この牧師と話

してみて,「落ち着きのある寡黙な好人物」と感じてい

る。

このころ実際の「安房第二基督教会」で任に当たっ

ていたのは,深井漢二伝道師である。在職年限は, 1918

年(大正7)11月28日~1921年(大正10)3月。深井

漢二師は, 1885年生まれであるから,当時35歳であっ

た。風貌については言及されたものがないが,学者肌

で,哲学書や神学書を原書で読んでいて,独身であっ

たという*24。牧師と伝道師という違いはあるが,年齢

的にも近く,小説に描かれた牧師の印象と深井漢二師

の「学者肌」という評語に一脈通じるものがあるよう

にも思われる。

4.『南遷』と郁達夫とキリスト教

『南遷』は,小説全体を通して,きわめてキリスト

教の色彩が濃厚な作品である。聖職者であるコルバン

夫人･E宣教師･北条教会の牧師はいうまでもないが,

主人公伊人をはじめとして,狂信的な信者Kのほか,

主要登場人物は皆キリスト教徒という設定である。(B

はキリスト教徒ではないが,何か信仰を持ちたいと

思っている｡)そして,静養の傍ら,聖書を読み,賛美

歌を歌い,お祈りをする,という敬虔な信者そのもの

の生活が描かれている。

郁達夫の作品におけるキリスト教にまつわる表現に

関しては,すでに井上薫氏によって詳しい考察*25がな

されている。井上氏は,『過去』『迷羊』『遅桂花』に見

られる「性」の「告白」の方法に着目して,「生涯を通
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じてキリスト教信者とはならなかった郁達夫が,『神』

不在の下,性の言説化においてのみ借用したキリスト

教的『告白』の儀式」'であると指摘している。キリス

ト教は小説の方法としてのみ採り入れられている,と

する見解であるが,では,「南遷」におけるキリスト教

はいかなる意味を持つものであろうか。

『南遷』の中で,キリスト教的表現として最も顕著

なものが,聖書が引用された二個所である。

一個所目は,夜の砂浜で,伊人が昼間Oと歩いたと

きの二人の足跡を見つけ,胸が高鳴ったとき,ふと,

聖書の二節の言葉が浮かんでくる場面である。

されど我は汝らに告ぐ,すべて色情を懐きて女

を見るものは,既に心のうち姦淫したるなり。も

し右の目なんぢを蹟かせば,挟り出して棄てよ。

五体の一つ亡びて,全身ゲヘナに投げ入れられぬ

は益なり。(マタイによる福音書 第5章28-29

節)*26

キリスト教の重大な罪過の一つである姦淫を戒める

この二節を思い出すと,伊人の心の中に再び葛藤が生

じる。それは,霊と肉の衝突,すなわち,性的欲求と

キリスト教的禁欲主義との葛藤である。既に指摘され

ているように,『南遷』では霊と肉の関係が二重構造に

なっていて,伊人と0,伊人と東京の若い淫婦Mとの

関係が,それぞれ霊と肉の関係として描かれていて,

同時にOに対しても,伊人は精神的愛と性の衝動とに

著しむ*27.この点と関連していえば,伊人とBとの対

話の中で,アナトール･フランスの『ダイス』*28が話

題に上るが,一人の聖憎がある女優を救わんとして身

を滅ぼしていく魂の軌跡を辿ったこの小説は,まさに

霊と肉の衝突を描いたものである。また,苛酷な苦行

を自らに課しているKの生活態度は,キリスト教的禁

欲主義の極端な例といえよう。

しかし,このようなキリスト教の倫理観から発した

霊と肉の衝突,すなわち「性の著悶」の表現は,既に

前作の『沈倫』に見られるものである。

もう一個所,聖書が引用されるのは,北条の教会に

おける夜の祈祷会で,伊人が行った演説の中である。

伊人は,「幸福なるかな,心の貧しき者。天国はその人

のものなり｡」(マタイによる福音書 第5章3節)を

引き,山上の説教における大綱はこの言葉に尽くされ

ているとして,「物質上の貧著」と「精神上の貧苦(不

満足)」について彼の解釈を開陳する。その解釈は,概

ね一般的なものであるが,「精神上の貧著」,すなわち

精神的に満ち足りていない人の例として挙げた,「純潔

な心を持っていながら,社会の因習や国民の習慣,国

際的な偏見のせいでキリストの愛を全うすることがで

きない人」と「肉体に病気があるために,神の意志や

キリストの愛を知っていても,どうしても行うことが

できない人」というのは,幾分独特な解釈であると思

われる。とりわけ,後者に属する人間として,現在の

-

社会にも満足できず,未来に対しても希望のもてない

「世紀末の病弱な理想家たち」を挙げているが,これ

は明らかに伊人本人であり,また作者郁達夫が『南遷』

で描いたという「無為の理想主義者」*29を指すもので

あろう。つまり,聖書の言葉を利用しながら,「無為の

理想主義者」の「生の苦悶」を語っているのである。

この演説の後,Bが,伊人の清貧を尊ぶという主張

に対して激しく反論してくる。伊人の主張は混乱状態

の中国には適用できるかもしれないが,日本の経済社

会には合わないものだ,伊人の話は無政府主義や社会

主義を扇動するようなものだ,というのである。Bの

反論の背景には,単に思想の違いだけではなく,明ら

かに半植民地と化した弱小国中国に対する蔑視があ

る。Bの話を聞いていたKも,Bの意見に賛成して,

一層あおり立てる。Kは,その日の朝の礼拝で,外国

語を学んだり女性信者とつき合いたいから信仰してい

るようでは東洋人はだめだ,と暗に伊人を非難する説

教を行ったばかりであった。伊人が,KとBの民族的

偏見に根ざす無理解と悪意に傷つく,という「弱小民

族の悲哀」もまた,『沈倫』の主題の一つであった。

このように見てくると,『南遷』における聖書は,あ

るいは宗教的素材は,「性の苦悶」「生の著悶」「弱小民

族の悲哀」という,『沈洽』にも描かれていた主題の顕

在化のための小道具としての作用しか果たしていない

といえよう。

ところで,郁達夫とキリスト教との関わりは,

1912~13年に杭州で学んだ2校のミッション・スクー

ル時代に始まる。最初のアメリカ長老会系の之江大学

預科では,「毎朝,起床すると祈祷,食事の後もまた祈

祷。平日は9時から10時までが最も重要な儀式で,終

わるとまた祈祷。『聖書』は,各学年£4參の重要課目で

ある。日曜日の午前は,重病人か動けない者以外は,

全員半日の礼拝を行わなければならない。礼拝が終わ

ると,もちろんまた祈祷,そして『聖書』の拝読」*30

という宗教色の濃い厳格な管理教育であったらしい。

次に入学したアメリカ浸礼会系の薫蘭中学でも,その

学校教育に失望して,3ヶ月で退学している。そもそ

も英語学習を目的としていた郁達夫にとって,規律の

厳しいミッション・スクールでの宗教体験は,キリス

ト教への信仰心を芽生えさせるどころか,かえって反

発を感じさせたようである。しかし,このときの聖書

の勉強や宗教儀式の体験は,彼のその後の西洋文学や

近代思想の理解に,知識の次元において大いに役立っ

たと思われる。『南遷』におけるキリスト教に関する描

写も,またその顕著な一例といえよう。

5.おわりに

館山を舞台とする『南遷』の描写と,当時の場所や

建物,人物との検証を通して,自己の体験に取材した

自伝的作品が多い郁達夫の小説の中で,『南遷』もまた,
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その描写の多くが事実に基づいていることを確認する

ことができた。

主人公伊人の経歴や性格も,留学時代に書かれた他

の小説同様,作者郁達夫を彷彿とさせる人物である。

ただし,伊人がキリスト教徒であることが,郁達夫と

は異なる点であり,『南遷』における一種の虚構である

といえよう*31.このような虚構や,聖書の句に仮託し

て自らの考えを吐露するという手法は,療養や保養で

多くの学生や知識人が集い,そこでキリスト教伝道師

との盛んな交流がもたれていたという,館山の風土的

現実によって生み出されたものといえよう。

- 23-



高 橋 みつる

24 注11前掲書, 306頁, 332頁。注18前掲書,43頁。

25 井上薫「郁達夫作品にみる『性(sexuality)』の言説-その

『告白』という儀式一」(『野草』第69号, 2002年)

26 引用文の原文は英語である。引用された英語訳聖書は,おそ

らく1611年に発行された「欽定訳聖書」(Authorized Versioれ

of the Bible,米国ではKing James Versionと呼ばれる)に

よっていると思われる。THE HOLY BIBLE CONTAIN-

ING THE OLD AND NEW TESTA MRNTS(New York:

AMERICAN BIBLE SOCIETY, 1972), p.4を参照。なお,

小稿中の日本語訳は,当時の日本人信者が使用していた文語

訳聖書を尊重するために,『新約聖書 詩篇附 文語訳』(日本

聖書協会,2000年)によっている。

27 注3前掲書。

28 アナトオル・フランス原作,水野和一訳『ダイス』(警醒社

書店,大正4年),参照。

29 注21に同じ。

30 郁達夫「孤独者~自伝之六」(『人間世』第23期, 1935年3月

-

5日),ここでは,『郁達夫全集(第4巻)』(浙江文芸出版社,

1992年)による。

31 『南遷』から約10年後, 1932年に書いた小説『遅桂花』に,

郁達夫は『南遷』の主人公伊人のモデルとなった人物を登場さ

せている。作者とおぼしき主人公であり語り手である郁先生

の友人としてである。もちろん,その設定自体が創作ではある

のだが,「南遷」の伊人を作者と重ねていた読者にとっては,

意外の感を抱かせるものである。

付記

キリスト教に関して,本学助教授黒川知文先生より,種々の御

教示や多くの文献資料をいただきました。また,館山聖アンデレ

教会司祭河崎望師には,筆者の取材に応していただき,礼拝堂の

案内や御教示をいただきました。記して心より感謝申し上げま

す。

(平成14年9月9日受理)
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写真①･ 安房北条駅前(大正8年開通当時。正面が安房北条駅･)

写真② 海岸から鷹ノ島(左)と沖ノ島(右)を望む

北条館山市街図(大正11年8月発行)

出典:北条館山市街図・写真①③⑤

『ふるさとの想い出 写真集 明治・大正・昭和 館山』

(国書刊行会、昭和56年)
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写真⑤ 八幡海岸のコルバン邸庭先で

(明治45年。後列中央がコルバン夫人、

前列中央の椅子の人がコルバン医師)

写真⑥ 現在の館山聖アンデレ教会

写真③ 北条病院

(明治44年建築、関束大

震災にも倒壊を免れた)

写真④

昔の海岸の面影を残す松林

趾

許

卜
い
か


